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 ２）その他の調査結果 

  ①幹根元の状況 

    打音検査の結果、点線部分は枯損しています。現時点では枯損部は著しく腐朽し 

ていませんが、徐々に腐朽が進むと主幹の強度に影響が出てくる可能性がありま

す。全体の形状からも倒木回避のために支柱は必要です。設置した支柱の腐朽、

劣化に注意して下さい。一度支柱をするとマツは支柱に頼っていますので取り外

すことが難しくなります。 

      
     

  ②支柱の状況 

      

  ③全体排水性の状況 

    マツに向かって西方向から東方向に５°傾斜しており、北から南方向にもそれ以  

   上傾斜、マツから南方向、東方向は傾斜がほとんどない。 

      

５° 

上下方向の力には有効ですが。左右

方向には効果がないので、根元の状

況を観察しながら､腐朽が進むよう

であれば支柱の形状変更をする必

要があります。 


